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今日の研修は？
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態度3　文化多様性・社会性に対する態度 
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文化庁（2019）「日本語教育人材の養成・研修の在り方について」
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今日の流れ

外国人児童生徒の社会的成功のために 
どのようなことが必要か？

PART1　

外国人児童生徒が社会につながるために 
学校は何ができるか？　

PART2

外国人児童生徒が社会につながるために 
日本語の授業で何ができるか？　

PART3
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1 伝記を読む──野村さんの成功の鍵は人生の中に 
どのように埋め込まれているのか？
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2 この成功は、野村さんだからできたのか？ 
　他の外国ルーツの子どもでもできるのか？
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3 広島県広島市基町小学校の取り組みから考える Q なぜ、基町小学校は「変わった」のか？ 
そこに「社会との接続」を生み出すヒントはあるのか？
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概念
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4 日本語による学年相当の「内容の理解」とは何を指すのか？

石井英真（2015）『今求められる学力と学びとは̶コンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影』日本標準ブックレット
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（Knowing that）
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（Knowing how）

認知にかかわる力

行為・関係・社会にかかわる力
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近年学校で取り組まれている授業事例：　桃太郎裁判
中学校３年生と小学校６年生の「小中交流授業」

テーマ「桃太郎は懲役何年か？」

小６が「桃太郎を追及する検事」

中３が「桃太郎を弁護する弁護士」
桃太郎が鬼が島で行った行為を， 
現代の刑法をもとに吟味して刑を「検事」が請求。 
「弁護士」が弁護。 
最終的に妥当な量刑を裁判官役が決定する！

近年学校で取り組まれている授業事例：新・エルコスの祈り
小学校５年生の国語
劇団四季の劇「エルコスの祈り」を自分たちでもやってみる
「ユートピア学園」に通う子どもたちのところにやってきた 
スイッチを押すと２つの役に切り替わるロボット「エルコス」 
・A「あらゆる制約や規範を守るエルコス」 
・B「あらゆる制約や規範を気にしないエルコス」 
このエルコスの間で翻弄される子どもたち 
最後に子どもたちの１人「ジョン」が言うセリフ 

「僕たちはエルコスに教えてもらった…『本当の自由』を」
そこからのジョンの独白が空欄になっており，自分たちで作って
いかなくてはならない。劇団四季の真似をしてもつまらない。 
私たちにとって「本当の自由」とは？

概念 教科の学習への参加実現、どうしたらいいのか？
抽象度　低

抽象度　高

文脈依存度 
低

文脈依存度 
高

A

B

C

D授業をはじめ アカデミックな場面で 
使われる言語の力 
（CALP）

日常のおしゃべりなど 
具体的な流れの中で 
使われる言語の力 
（BICS）

操作的に

体験的に

視覚的に

6 実践を分析してみよう

①この実践はどのような「ゴール」を見据えているでしょうか？ 
　子どもたちはどのような力を得たと考えられるでしょうか？

②そのために「日本語の壁」をどのような支援で乗り越えたと考
えられるでしょうか（ここは明記されていないので推理）？
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母語・母文化の教育 
国際理解教育など

教科と日本語の統合的な学習 
教科の補習など

日本語の基礎 
（文字・文型・会話など） 

技能の学習 
（読・書・聞・話）サバイバル 

日本語
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結果的にそれが「社会へのつながり」を生み出すようになる。 
学校や組織、地域の中で育むこととの連動の中で。

思考を生む

言葉を生む
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1990年代くらいまで

2010年代以降
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「高次の学力」はなぜ必要なのか？ 
①「一般の人々」の社会的責任（市民としての知）の幅の拡大

「法的地位」がないから 
就学義務がない 

だから学校に行けない
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「法的地位」がないから 
妊娠・出産しても 
検診や予防接種など 
が受けられない
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結果「分断」「排除」 
が生まれる

「高次の学力」はなぜ必要なのか？

高次の学力の獲得、ケアとしての自尊心、分断をつなぐ…… 
……こうしたものの総合力が、「日本社会への参加」を促す
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